
72

６
月
23
日
（
日
）
、
伊
豆
二
区
会
館
に
お
い
て
、

防
災
ま
っ
ぷ
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

作
成
か
ら
７
年
が
経
過
し
、
地
区
内
で
地
震

や
水
害
に
よ
る
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
の
、

こ
こ
数
年
で
ア
パ
ー
ト
の
増
加
や
声
が
け
が
必

要
な
世
帯
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
め

て
危
険
箇
所
等
の
現
地
踏
査
を
行
い
、
共
通
認

識
を
図
り
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
い
支
部
委
員
の

改
選
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

＊
任
期
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
～

令
和
３
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

<

敬
称
略>

支

部

長

　
氏
　
家
　
明
　
俊
（
知
識
経
験
）

副
支
部
長

　
長
谷
川
　
久
　
敏
（
区

長

会
）

　
常
　
盤
　
榮
　
一
（
地
区
社
協
）

委
　
　
員

　
菅
　
原
　
昭
　
一
（
民
　
　
協
）

　
大
　
場
　
一
　
行
（
民
　
　
協
）

　
佐
　
藤
　
輝
　
也
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

　
大
　
江
　
善
　
弘
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

委
　
　
員

　
千
　
葉
　
文
　
代
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
髙
　
橋
　
み
と
り
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
竹
　
内
　
隆
　
行
（
区

長

会
）

　
那
須
野
　
幸
　
夫
（
地
区
社
協
）

　
鈴
　
木
　
亮
　
悦
（
知
識
経
験
）

監
　
　
事

　
佐
　
藤
　
孝
　
良
（
地
区
社
協
）

　
藤
　
原
　
　
　
諭
（
地
区
社
協
）

《
退
任
さ
れ
た
支
部
委
員
》

　
佐
　
藤
　
文
　
啓
　
様

地
域
福
祉
推
進
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

～地域の安全・安心のために～

伊豆二区　防災まっぷを更新
（社協会費充当事業）

築館支部委員の紹介

『メッセージを励みに、暑い夏を乗り超えよう！』

７
月
の
高
齢
者
配
食
型

食
事
サ
ー
ビ
ス
は
築
館
支

部
主
催
で
、
見
守
り
・
安

否
確
認
を
目
的
に
実
施
し

ま
し
た
。
「
熱
中
症
予
防
・

水
分
補
給
」
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
は
、
宮
野
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
制
作
し
た
も
の
で
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
と
お
弁

当
に
添
え
て
、
民
生
委
員

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き

お
届
け
し
ま
し
た
。

食事サービス利用者さんに
“熱中症予防”を呼びかけ

【築館支部地域支援事業】
（歳末たすけあい募金配分事業）

〒
９
８
７
ー

２
２
５
２
　
栗
原
市
築
館
薬
師
三
丁
目
６
番
１
号

電
話 

０
２
２
８-

23-

８
０
８
７
　
Ｆ
Ａ
Ⅹ 

21-

４
７
７
４

令
和
元
年
８
月
16
日
　
発
行

『現地踏査の様子』

『現地踏査の情報を地図に書き込み』

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております



築
館
小
学
校

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ

【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
　
所
》
築
館
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
電
話
相
談

《
開

設

日
》
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

《
開
設
時
間
》
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
築
館
支
所

電
話
：
23-

８
０
８
７

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

９
月
10
日（
火
）

10
月
８
日（
火
）

８
月
20
日（
火
）

９
月
24
日（
火
）

・日　時　　令和元年９月19日（木）13時～14時30分

・場　所　　栗原市一迫ふれあいホール

・内　容　　ダンス交流会　障がいのあるなしに関わらず、みんなで交流を楽しむための
　　　　　　イベントです。

2019 ふれあいのつどい ～みんなでつながろう～ 開催

６
月
12
日
（
水
）
・
14
日
（
金
）
の

２
日
間
、
３
学
年
の
82
名
が
キ
ャ
ッ

プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

車
い
す
体
験
で
は
、
介
護
の
仕

方
や
何
気
な
い
動
作
の
難
し
さ
、

高
齢
者
疑
似
で
は
、
ゴ
ー
グ
ル
や

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
装
着
し
、
見
え
に

く
さ
、
聞
こ
え
に
く
さ
を
体
験
し

ま
し
た
。

点
字
体
験
で
は
、
身
の
回
り
に

あ
る
点
字
表
示
や
点
字
の
打
ち
方

を
学
び
ま
し
た
。

体
験
後
に
は
、「
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
方
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
た
」

「
困
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
声
を

か
け
助
け
た
い
」
と
の
感
想
も
あ

り
有
意
義
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
生
き
が
い
活
動

支
援
通
所
事
業

元
気
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
た
め

の
介
護
予
防
と
し
て
、
毎
週
月
曜

日
と
水
曜
日
、
築
館
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

◆
利
用
対
象
　
60
歳
以
上
の
自
立

し
て
い
る
方
。

◆
利
用
料
金
　
１
日
９
０
０
円

（
昼
食
・
保
険
料
含
む
）

◆
送
　
　
迎
　
自
宅
か
ら
会
場
ま

で
送
迎
い
た
し
ま
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
栗

原
市
社
協
築
館
支
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

栗
原
市
社
協
築
館
支
所

電
話
：
23－

８
０
８
７

７
月
12
日
（
金
）、「
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
に
お
じ
ゃ
ま
し

ま
し
た
。

①
「
わ
い
わ
い
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
」
で
、
介
護
予
防
。

②
き
ゑ
ち
ゃ
ん
の
「
若
返

り
笑
ク
サ
サ
イ
ズ
」
は
、
お

腹
を
抱
え
て
笑
う
人
、
涙
を

流
し
て
笑
う
人
、
会
場
内
は
、

大
爆
笑
！

③
「
健
康
に
な
る
お
い
し

い
昼
食
」
で
、
健
康
増
進
。

心
も
体
も
栄
養
満
点
。

楽
し
み
が
全
員
参
加
の
秘

訣
で
す
ね
。

生活支援コーディネーター　りっちゃんの

赤坂 地区の 宝物 み～つけた！

『点字体験』
講師の方に自
分で打った点
字を読んでも
らいました。

『高齢者疑似体験』
ゴーグルを装着し
た状態で色マジッ
クを使い見え方の
違いを体験。

ちょこっと続けて、
いつまでも若 し々く

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております


